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隠岐島では長年にわたり､ シバ型草地を活用した
放牧による肉用牛の低コスト生産を行っている｡ な
かでも島前地域では､ 全国的に肉用牛の飼養頭数が
減少する中､ 地域の環境特性を生かし現在も増頭が
図られており､ 規模拡大の意向も強い｡ この意向を
実現し､ なおかつ低コスト生産を維持するためには､
放牧は必須条件であり､ その有効な土地利用と既存
放牧地の再整備を進めることが急務となる｡
現在当該地域では､ 荒廃した松枯れ林地が多く存
在し､ また既存の放牧地でも有刺植物や､ 不食植物
および雑灌木などの不良植物が繁茂することで牧養
力が低下し､ 放牧を利用した飼養規模拡大が困難と
なっている｡ 隠岐地域に限らず､ 県内各地の新規造
成放牧地においても同様の傾向が認められ､ 不良植
物の抑圧は牧野を管理する上で重要な課題である｡
また､ 松枯れによる裸地化は牧養力の低下のみなら
ず､ 土壌浸食を引き起こす可能性もあり､ 牧草など
の導入により被覆することが必要である｡
そこで今回､ 隠岐島において荒廃し牧養力の低下し
た牧野の牧養力向上を目的に植生調査を行ない､ こ
の結果に基づき不良植物の除去およびシバあるいは
暖地型牧草の導入について検討した｡

��������１松枯れ林地およびそれに隣接するシバ草地の植生
調査
植生調査は西ノ島赤尾地区の松枯れ林地および隣
接放牧地において､ �10.10､ �11.５､ �11.11に実
施した｡ それぞれ永久コドラートを５～９カ所設置
し､ コドラート内に認められた植物種の積算優占度
(���２) の平均値を求め､ その植生の推移を調べた｡�２不良植物除去方法の検討および実証試験
当該地域で問題となっている不良植物の中で､ オ
ニヤブマオおよびアキグミについて薬剤を用いた枯
殺方法を検討した｡
オニヤブマオの除去は試験地を西ノ島町三度牧野
に設置し､ ６種類の除草剤を用い､ ピクロラム剤は
株元から20㎝の位置または刈り払い後株元に処理を
行ない､ 他の５種の薬剤は茎葉あるいは株元に散布
し､ その枯死状況を比較した｡ 試験区は１�とし､
２反復で効果判定を行なった｡ 薬剤処理は�11.５
に行ない､ �11.11に地上部の枯死状態を調査した｡
アキグミの除去は､ 試験地を知夫村牧野に設置し､
ピクロラム針状剤とグリホサートイソプロピルアミ
ン液剤を用いて､ その枯殺方法の比較試験を行ない､
前者は枝の直径１㎝あたり１本を枝の付け根部分に
刺入し､ 後者は直径１㎝あたり１か所樹皮に傷を入
れ２��を注入した｡ 地上部の枯死状況は�12.９に
両区とも５個体について調査した｡
アキグミの除去実証試験は､ 知夫村牧野99�に存����
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岐島前において松枯れ林地および隣接するシバ型草地の植生調査を実施するとともに､ 島内での薬剤による
不良植物除去およびシバあるいは暖地型牧草の導入試験を実施した｡ 植生調査では､ 松枯れ林地には有刺植
物が増加し､ 隣接するシバ草地では優占種がシバからスズメノカタビラへ変化するなど植生の悪化が示唆さ
れた｡ オニヤブマオとアキグミを対象とした不良植物除去試験では､ 前者はトリクロピル液剤､ 後者はグリ
ホサートイソプロピルアミン液剤で高い枯殺効果を認めた｡ しかし､ 刈り払い区ではどちらの植物種におい
ても､ ほとんどの株で再生を認め､ 放牧地の不良植物除去には効果的な薬剤処理が必要であることが示唆さ
れた｡ シバおよび３種の暖地型牧草の導入試験では､ シバではびこりの長さが16.6㎝であり､ 急傾斜地では
剥離したソッドも多く見られた｡ 暖地型牧草は､ ７試験区のうち６試験区において播種約１年後に供試した
草種がほぼ全面を被覆しているのを認め､ 牧養力の低下した牧野の草量増加に有効であることを確認した｡�����：放牧 不良植物 薬剤 除去 暖地型牧草
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在するアキグミを�13.８上旬に刈り払い､ その後�
13.８下旬に切り口にグリホサートイソプロピルア
ミン液剤を塗布することによって行なった｡ �14.
８に試験区内の100株について地上部の枯死状況､
萌芽再生の有無を調査した｡ 無処理区として､ 同牧
野内で刈り払いのみを行った株のうち100株につい
ても同様に調査した｡�３シバおよび暖地型牧草の導入試験
シバの導入は裸地化､ 土壌浸食を認めた造成放牧
地で実施した｡ 試験地は海士町繁殖センター放牧地
とし､ �10.11シバを移植しその定着・生育状況に
ついて調査した｡ シバは在来系統 (西郷町) を用い､
ソッド法により移植し､ �11.９にシバのはびこり

の長さを調査した｡
暖地型牧草３種の導入試験は�13.５に海士町内
の荒廃放牧地 (70�) において実施した｡ 草種､ 播
種量等の条件は表１に示した｡ �14.８に調査およ
び植物体の採取を行なった｡ 調査は10㎝間隔に10ポ
イント (計１�) の調査地点を､ 各区内に10カ所設
け､ そのポイントに発育している草種を判定し､ 全
調査数に対する各草種の割合を被度とした｡ 単播し
た区から牧草の地上部を各区５～10カ所同量採材し
た｡ 採材した植物体は草種ごとに混合し均一な一試
料とし飼料成分の分析に用いた｡ 水分､ 粗蛋白､ 粗
脂肪､ 粗灰分､ ���および���は常法３)､ カリウム､
カルシウムおよびマグネシウムは原子吸光光度法に
より分析を行なった｡ 牧野への施肥は試験期間を通
じ行なわなかった｡� ��１松枯れ林地およびそれに隣接するシバ草地の植生
調査
植生調査の成績は図１および図２に示した｡ 松枯
れ林地では､ 優占種はいずれの調査時期においても
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オニヤブマオであった｡ また､ ３回目の調査では有
刺植物であるテリハノイバラの増加を認めた｡ シバ
草地では短草型の草地を維持していたが､ 優占種は
２回目以降､ シバからスズメノカタビラへ変化した｡�２不良植物除去方法の検討および実証試験
オニヤブマオの除去試験の成績は表２に示した｡
刈り払い区も含めた処理区の中で､ 全て枯死したも
のはアシュラム剤区､ ピクロラム剤２区､ トリクロ
ピル液剤区であり､ トリクロピル液剤区は１か月以
内にその効果を認めた｡
アキグミの枯殺効果について２種の薬剤による比
較試験の成績を表３に示した｡ ピクロラム針状剤区
は処理個体の一部が枯死しなかったのに対し､ グリ
ホサートイソプロピルアミン液剤区では処理個体全
てが枯死した｡ アキグミ除去の現地実証試験はグリ
ホサートイソプロピルアミン液剤で処理を行ない､
その成績を表４に示した｡ 薬剤無処理区 (刈り払い
のみ実施) では､ １年後にはほとんどの株が再生し
ていたが､ 薬剤処理区では90％が枯死し､ 10％に一
部再生が認められた｡�３シバおよび暖地型牧草の導入試験�10.11に裸地化した放牧地に移植したシバの約
10か月後のはびこりの長さは平均16.6㎝であった｡
45°以上の急傾斜地に移植したソッドには剥離した
ものを多く認めた｡�13.５に導入した暖地型牧草について､ �14.８
調査時の被度は図３に示した｡ 耕起後播種した１～
３区における暖地型牧草の被度は､ 野草と混在して

いたポイントも含めそれぞれ84.0％､ 79.9％､ 74.6
％であり､ 芝目も非常に密で地表全体を覆っていた｡
不耕起で播種した４～７区の被度はそれぞれ93.5％､
75.0％､ 58.0％､ 35.0％であり､ ４～６区は暖地
型牧草が試験区全体を被覆していたが､ ７区は野草
に被圧されている部分および裸地が散見された｡ 試
験放牧地で採材した各暖地型牧草の飼料分析成績は
表５に示した｡ 粗蛋白質率は4.47～5.65％､ 粗脂肪
率は3.80～2.42％であった｡ 繊維成分である���お
よび���は67.32～76.32％および31.88～38.98％で
あった｡
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肉用牛の低コスト生産で注目されている放牧であ
るが､ その牧野については環境や放牧圧の変化によ
り植生が悪化し12)､ 造成後に牧養力が低下していく
事例が認められる｡ 今回調査した隠岐島でも､ 松枯
れの進行にともない有刺植物が増加するなど､ その
植生が悪化していることが示唆された｡ また､ 隣接
するシバ草地では､ 大きな植生の変化は認められな
かったが､ 調査期間内に優占種が変化していること
などから考えると､ 今後植生の悪化が懸念される｡
今回の事例のように植生が悪化し､ 不良植物が繁茂
した牧野では､ その牧養力を回復させるために､ そ
の不食部分を減らす必要がある｡ しかし､ 採草地で
収量低下などを引き起こす強害雑草４�９) に比べ､ 山
地放牧で牧養力低下などを引き起こす不良植物につ
いては､ その除去方法に関する報告は少ない２�13)｡
そのため今回､ 当該地域で問題となっているオニ
ヤブマオ､ アキグミを対象に枯殺試験を行なった｡
オニヤブマオの枯殺試験では薬剤処理区７区と刈り
払い区１区の計８区の中で､ トリクロピル液剤区が
効果が高く､ 効果発現も最も早かった｡ また､ 刈り
払い区では全てから再生を認め､ オニヤブマオの防
除には効果的な薬剤の使用が必要であることが示唆
された｡
アキグミについては供試した２種の薬剤のうち､
グリホサートイソプロピルアミン液剤が枯殺効果が
高く､ 刈り払いと組み合わせた方法で行なった実証
試験でもその効果は明らかであった｡ しかし､ 薬剤
処理区でも一部再生個体が認められており､ 再生株
の継続的な調査をする必要があると思われた｡
また､ この不良植物の除去試験で供試した薬剤に
ついては､ �14.12に公布された農薬取締法の一部
改正 (�15.３施行予定) にともない､ その使用方
法が限定される事が予想されるため､ 各薬剤の使用
基準を確認して使用することが必要である｡
牧野の草量増加を図るためには､ これまでその永
続性からシバが良く用いられており､ その方法や管
理技術については多くの報告がある５�10�11)｡ 今回の
試験でも裸地化した放牧地において､ シバの導入試
験を行ったが､ 鎌田ら７) が報告した他の造成試験地
の伸長量24±12㎝と比較して少ない傾向が認められ
た｡ また､ 45℃以上の急傾斜地ではソッドの剥離な
どがみられ､ 養生剤などの各種資材を利用した造成
方法や他の地下茎形成植物の導入が必要であると思
われた｡ そのため､ 以前よりシバの導入で課題となっ
ていた導入時の労力の軽減と､ 造成スピードの短縮

も考慮し､ 種子の播種が可能な上､ 放牧しながら造
成できる暖地型牧草６�８) ３種の導入を試みた｡ 不耕
起播種を含む７試験区のうち６試験区において､ 播
種後約１年で暖地型牧草が優占種となり､ 試験区全
体を被覆していた｡ 早瀬ら５) が報告した造成後１年
以上経過した無施肥区でのシバの被植率が15％にも
満たなかったことと比較すると､ 今回供試した暖地
型牧草の被度は高く､ これらの草種が牧養力の向上
に有効であることが示唆された｡ また､ このことは
小山ら８) の不耕起造成においても２年目で放牧地化
するという報告と同様の傾向であった｡ 暖地型牧草
の飼料成分では､ 既報１) のシバやチガヤなどの在来
野草と比較し､ 粗蛋白はやや低いものの､ 他の項目
では大きな違いは認められなかったことから､ これ
らの在来野草と同等の飼料価値を持つと思われるが､
飼料成分は採材時期､ 施肥量および環境要因などで
変動する可能性があるため､ 今後は､ その栄養的評
価も含め､ 造成に関する種々の条件やその管理技術
について､ 引き続き検討することが必要である｡� � � �
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